
キーワード：

Keywords:

気象レーダーによる噴煙高度の推定
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　気象レーダーを用いた噴煙の検知事例は数多く存在（例えば、澤田（2003））するが、噴煙高度を時系列

で捉えた事例は数少ない（例えば、Harris et al.(1981)、Arason et al.(2011)、新堀ほか（2013））。この理

由は、気象レーダーで検知可能な噴煙の規模が必要であること、過去にはレーダーデータがデジタル化されて

いなかったために記録として残りにくかったことが挙げられる。気象レーダーのデジタル化以降は、噴火事例

の蓄積が徐々に進みつつある。 

 

　本発表では、気象レーダーによる噴煙高度の推定手法の概要とその課題、展望について述べる。 
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